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Ⅴ．特記事項 

1．自然エネルギーの推進 

本学では、平成29(2017)年4月から4つの学長プロジェクトを立ち上げ、教育及び研究・

社会貢献を推進している。そのプロジェクトのひとつ「環境・エネルギー」では、再生可

能エネルギーの責任ある創出と、責任ある消費「地域分散型エネルギー社会（再エネ100%

社会）」の形成を目指している。令和元(2019)年に、まず電力において「自然エネルギー

100%大学」を国内大学で初めて達成し、令和5(2023)年度中に、ガスを含めた消費エネルギ

ー量を同量にする取組みも行っている。また、この活動を広げようと「自然エネルギー大

学リーグ」を令和3(2021)年6月に設立した。 

◆日本初となる「自然エネルギー100%大学」へのはじまり 

地球温暖化対策等の環境保全に貢献するため、大学所有のメガソーラー野田発電所と市

川キャンパス内建物の屋上太陽光による発電量と市川キャンパスで使う、電力とガスの総

エネルギー使用量を同じにする「自然エネルギー100%大学」の取組みを進めている。 

平成25(2013)年に国内の大学単体としては日本最大規模のメガソーラー発電所を千葉県

野田市の所有地に建設した。平成29(2017)年11月には環境目標を宣言し、地域分散型エネ

ルギー社会を形成するためには「再生可能エネルギーの責任ある消費と責任ある創出」が

必要であるとの理念を掲げ、目標1：千葉商科大学をネットで日本初の「RE100大学(※)」

にする、目標2：千葉商科大学を「電気＋ガス」に関してネットで日本初の「自然エネルギ

ー100%大学」にする、という2つの目標を社会に示した（※電力に関する「自然エネルギー

100%大学の略称」）。 

全学的に省エネ、創エネに取組んだ結果、令和元(2019)年1月に年間のキャンパスの消費

電力量に対して発電量が上回り、第1の環境目標とした電力での自然エネルギー100%大学

を達成した。加えて、自家発電以外のキャンパスで購入・使用する電気についても、令和

元(2019)年8月から、「みんな電力」のRE100プラン（トラッキング付き非化石証書）の導

入を開始し、11月には電力調達においても再生可能エネルギー100％とした。 

◆「自然エネルギー大学リーグ」の設立 

 日本初の自然エネルギー100%大学を達成した本学から他大学に声をかけ、令和3(2021)

年6月7日に「自然エネルギー大学リーグ」を設立した。 

 大学は高等教育機関として教育・研究と共に社会貢献が求められる。そのために大学と

して取組む意義は、大学自らが行動することで、大学以外の企業や自治体等、他の主体に

影響を及ぼせることである。各主体が脱炭素社会に向けて再生可能エネルギー100%を目指

すことで社会が変わってゆく。そして、高等教育機関の使命として、再生可能エネルギー

100%社会に変えて行く人材の育成が求められる。そのためには、机上の学問だけでなく、

実学として、大学が自然エネルギー100%を実現し、模範を示すことが生きた教育になる。 

 この大学リーグの取組みは、第一段階として、電力に関して自然エネルギー100%の「RE100

大学」を目標とする。まず、宣言をして無理のない形で一歩一歩進める。そこで、大学間

の協力が大きな助けになる。その先は、熱や移動手段も含め、大学の使う全エネルギーを

自然エネルギーに転換することを目指している。この志を共有する大学、それを目指す教

職員・学生、支援する専門家が集い、互いに研鑽する「自然エネルギー大学リーグ」では、

脱炭素化に向けて無理なく、しかし着実に進めていく。 


